
令和 6 年度 那覇市文化協会 

第 33 回あけもどろ総合文化祭 空手文化部会 演武プログラム 

 

 

①演目 空手舞踊:護身の舞い 

 演者 前川美智子 

 解説 初代玉城盛義師匠が、琉球舞踊と空手の型を取り入れ「護身の舞い」として創作した

作品です。時を経て、嘉手川重夫師匠が琉球舞踊と空手・古武術を融合して、「空手舞踊」と

して、新たなジﾔンルを打ち出しました。今回は、初代玉城盛儀師匠が創作した「護身の舞い」

を披露します。 

 

 

②演目 糸洲のパッサイ（抜塞、抜砦） 

 演武 梶川 英昭 

 解説 演目 : 糸州のパッサイ 

 解説 小林流開祖、知花朝信先生の師である糸州安恒先生の名を冠した型です。元々首里

手には糸州先生の師である松村宗棍先生の名を冠した「松村のパッサイ」があり、それと双

璧をなすものです。松村のそれが松村の得意とする蹴りが多く取り入れられているのに対し

て、糸州のそれは「糸州に二の打ちなし」と言われた正に一撃必殺の「アティファ」の動きが取

り入れられているのが最大の特徴です。中国武術にある「寸勁」を思わせる手法をご覧下さ

い。 

 

 

③演目 前里の鉄甲(めぇーざとぅのてっこう) 

 演武 野原 由将 

 解説 屋比久猛伝、平信賢が収集した「琉球古武術」は、8 種類の道具で 42 の型が保存さ

れています。「鉄甲術」は、一子相伝の時代に影響されて「型」の伝承者を見つけ出すことが

できません。しかし、鉄甲という武具を後世に繋ぐために、平信賢が首里手を参考に型を編み

出しました。鉄甲の「型」としては「前里の鉄甲」、これひとつのみが記録されています。 

 

 

④演目名 合戦手 大（かっしんでぃ だい） 

 演武 多和田 真吉 

 解説 カッシンデイ大は、こねり手、拝み手や薙刀の動作、投げ技の動作、平手突きや蹴り

などを含み四方八方の敵を想定したバランスの良い形です。 

 



 

⑤ 演目 十戦(せーちん) 

 演武(分解)   新垣 国広 當間 義治 

 解説 (百名 朝紀)  1963 年、開祖上地完文師の高弟の上原三郎先生が考案し

た型です。「沖縄手」と「パンガイヌーン（半硬軟） 」の動きを多く含み、転身技・払い掬

い受け・正面弾き等、非常に高度な技法が含まれています。全体的にゆったりした動

きで展開されますが、 その中にもスピード感ある動作 が含まれます。 

 


